
中小規模の企業が抱える最大の課題は

「人材不足」への対応
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企業の抱える最大の課題は「人材不足」

【求められる人材】

１. できれば、これまでの社員と同様に働ける人材が欲しい。

２. それが難しければ、特定の業務や工程でなら「戦力」にな
れる人材でも良い。

３. 戦力になるのは「賃金に見合った働き」をしてくれて、
「当てにできる人材」であること。

４. 最初は時間がかかりサポートが必要でも、ある程度たてば、
サポートがなくても「賃金に見合った働き」をして欲しい。

５. 仕事がいい加減だったり就労が不安定だと「当てにならな
い」ので、そういう人材は採用したくない。
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人材不足への対応で問われる「働きやすい職場づくり」

多様な人材を活かせる
「働きやすい職場づくり」が人材確保の鍵となる

【障害者雇用もこの文脈で考える必要】



障害者雇用のノウハウが
「誰もが働きやすい職場づくり」に役立つ
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作業しやすい環境
 段差がない、刺激（騒音等）の緩和、休憩スペース等

確実な情報提供
 音声、文字、イラスト、言語、わかりやすい内容

業務の効率化
 作業工程の分解・再編、マニュアル化等

相談しやすい環境
個別面談（１on１面談等）、心理的安全性の向上

   EAP（従業員支援プログラム）の活用

休みの取りやすさ
 育児、介護、通院、学校行事等への参加
 時間単位での休暇

 

勤務時間の弾力化
 フレックスタイム

勤務場所の弾力化
 テレワーク、サテライトオフィス等

障害者雇用における

「合理的配慮」

障害の有無に関わらず
多様な人材の能力を
生かす職場環境が実現



雇用事業所の構造を理解する

経営者
（社長、取締役等）

人事担当
（総務部長、人事課長等）

配属先
（部長・職長・係員）

ハローワーク
雇用率達成指導

人事担当としては、経営者や配属先
を説得できる材料が欲しい。

・法定雇用率のコンプアイアンス問題だけでは
前向きになれない。

・「人手不足」は切実な問題であり「人材確保」
という切り口は腹落ちしやすい。

・「同業他社との比較」は気になる。
・社会貢献や企業のイメージアップも「人材確
保」に繋がるなら心に響く。

・最近は「健康経営」についての関心も高い。

・「タスクシフト」で自分の負担が軽減され、
職場の生産性が向上するという切り口が響き
やすい。

・知らないことが「不安」に繋がるので、想定内
にして対応方法がわかれば受け入れやすい。
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「健康経営」とは、従業員の健康保持・増進の取組が、将来的に収益性等
を高める投資であるとの考えの下、健康管理を経営的視点から考え、戦略
的に実践すること。

「健康経営」という視点
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コミュニケーション機会が増え、
社内の雰囲気が良くなった

健康経営の認定を取得したら
初めて新卒の応募があった

健康経営の認定取得を応募
理由に挙げる学生が増えた

【現場からの声】

【健康経営の効果】



（全国）  ５００社
（鳥取）  ０社
（島根）  １社

健康経営優良法人2025の認定法人数
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「健康経営優良法人認定制度」は、経済産業省と厚生労働省の支援の下
に、「日本健康会議」が認定を行う制度で、優良な健康経営を実践してい
る大企業や中小企業等の法人を顕彰するもので、2017年からスタート。

人材確保を目指す企業にとって、対外的な発信力のある「健康経営優良
法人」の認定取得への関心度は高いく、多くの企業が認定を受けている。

「健康経営優良法人２０２５」は、全国で２３,１９６法人、鳥取県では１１５
法人、島根県では２２８法人が認定を受けている。

【大規模法人部門】 【中小規模法人部門】

（全国） ２,９００社
（鳥取）  ８社
（島根） １０社

（全国）  ４９９社
（鳥取）  ４社
（島根）  ４社

（全国）  １８,３５０社
（鳥取）   ９５社
（島根）        ２０３社

（全国）  １,０００社
（鳥取）   ８社
（島根）              ８社



健康経営とメンタルヘルス対策

Q59 メンタルヘルス不調の予防や不調者への復職支援、仕事と治療の両立支援として、
どのような取り組みを行なっていますか（いくつでも）

健康経営度調査
（従業員の健康に関する取り組みについての調査） 

健康経営優良法人の認定取得のためには「健康経営度調査」に回答して評価を
受ける必要があるが、その中では働きやすい職場づくりの一環として、メンタ
ルヘルスに関する項目等も含まれている。
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（１）障害者に担ってもらえる業務があるのか

雇用する上での不安に応えてほしい

（２）雇用できる人材が得られるのか

（３）指導方法が分からない

・同業種での雇用事例を紹介する
・実際の職場の中から探す
・職場が助かることを聞き出す

・想定する業務に適性のある人材を紹介する
・候補人材は複数の支援機関から選ぶ
・職場実習でマッチングを確認する（雇用する側にも安心感）

・障害特性と配慮事項の説明
・業務の切り出し/再編成/マニュアル作成
・指導方法や面談のやり方のアドバイス
・予兆の把握/不調時の介入
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（４）困った際にサポートが得られるか

・定着支援に関わる支援機関がない者には支援機関への登録を勧奨



医療業の障害者雇用事例（知的障害・精神障害）
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看護部門

栄養部門

事務部門

調理補助

ベッドメイク

薬剤棚への薬剤の補充ペーパータオル等の補充

ドック勧奨案内の送付

郵便物の仕分け・配達

処置セットの袋詰め

薬剤カートの搬送

薬剤部門

薬剤説明書の折りと封入

病棟への給食搬送・下膳

食器洗浄

データ入力

廃棄文書のシュレッダー

文書のPDF化

（資料）
「医療機関の障害者雇用ネットワーク」
のホームページで様々な事例を紹介
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建設業の障害者雇用事例（知的障害・精神障害）
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工事部門

受託部門

新事業部門

（資料）「障害者雇用事例リファレンスサービス」の建設業の事例検索等
から作成

公園の除草・庭木剪定

型枠の組立・清掃

水質検査準備作業

ビル清掃・メンテナンス

建設用足場の整理 農園の環境整備・農作業

きのこ栽培・梱包・出荷
建設資材の整理整頓・運搬

法面処理・道路補修

土壌の土質試験

CADによる図面作成

施工体制台帳の作成

工事写真の整理

検査部門

フォークリフトの運転



宿泊業・ホテルの障害者雇用事例（知的障害・精神障害）
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（資料）「障害者雇用事例リファレンスサービス」
の宿泊業の事例検索等から作成

宿泊部門 レストラン部門 営業部門

調理補助・配膳ベッドメイキング

客室清掃

DMの作成・送付

チラシ作成・印刷

食器洗浄

データ入力備品・アメニティの補充

テーブルナプキン折り

営繕部門

館内・敷地内清掃

廃棄物回収・分別

花壇・植栽の管理

リネン仕分け

その他

従業員送迎バスの運転

配膳・片付け
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